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▽
帰
俗
願

僧
侶
が
帰�

俗�
�

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
局
の
許
可
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

総
局
は
、
帰
俗
の
許
可
を
与
え
た
と
き
は
、
度�

牒�
�
�

を
返
納
さ
せ
、
僧

籍
台
帳
の
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

「
帰
俗
願
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
願
記
等
」
を
作
成
し
ま
す
。

１
．
申
請
書

⑴
申
請
者

本
人
が
実
印
に
て
申
請
し
ま
す
。

［
註
］
 申
請
時
に
お
い
て
、
申
請
者
の
僧
籍
台
帳
上
の
氏
名
に
変

更
が
生
じ
て
い
る
場
合
は
、「
改
姓
（
名
）
届
」
を
同
時
に
提

出
し
ま
す
。

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
の
啓

蒙
・
普
及
の
た
め
、『
宗
報
』（
平
成
30
年
４
月
号
）
よ
り
、
寺
院

の
運
営
に
直
接
関
わ
る
「
願
記
等
」
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
、
僧
籍
の
抹
消
の
手
続
き
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま

す
。
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3 宗報 2019年３月号

［
註
］
 住
職
又
は
住
職
代
務
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

⑵
記
載
内
容

申
請
者
の
現
住
所
、
所
属
寺
、
氏
名
及
び
帰
俗
す
る
理
由
を
明
記

し
ま
す
。

２
．
添
付
書
類

⑴
度
牒

［
註
］
 度
牒
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、「
度
牒
再
交
付
申
請
書
」

を
同
時
に
提
出
し
ま
す
。

⑵
印
鑑
登
録
証
明
書

３
．
そ
の
他

⑴
僧
侶
が
帰
俗
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
住
職
又
は
住
職
代

務
が
不
在
の
と
き
に
は
、
先
に
任
命
手
続
き
が
必
要
で
す
。

⑵
住
職
本
人
が
帰
俗
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
後
任
者
の
任
命
手
続

き
を
完
了
し
た
後
に
申
請
し
ま
す
。
但
し
、
解
散
す
る
寺
院
又
は

吸
収
合
併
に
よ
り
吸
収
さ
れ
る
寺
院
の
住
職
に
限
り
、
住
職
の
職

分
の
ま
ま
申
請
が
で
き
ま
す
。

▽
僧
籍
削
除
願

住
職
は
、
衆�
�

徒�

が
教
導
に
従
わ
ず
、
以
下
、「
１
．
申
請
書
⑵
記
載
内

容
①
削
除
の
理
由
」
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
僧
籍
の
削

除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
僧
籍
削
除
願
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
願
記
等
」
を
作
成
し
ま
す
。

１
．
申
請
書

⑴
申
請
者

住
職
又
は
住
職
代
務
。

⑵
記
載
内
容

①
削
除
の
理
由

［
註
］
 衆
徒
が
教
導
に
従
わ
ず
、「
住
職
の
承
認
を
得
ず
、
５

年
以
上
の
期
間
、
所
属
の
寺
院
を
離
れ
た
と
き
」
又
は
「
宗

門
に
対
す
る
賦
課
金
納
付
の
義
務
を
、
５
年
以
上
の
期
間
、

履
行
し
な
い
と
き
」
の
い
ず
れ
か
の
理
由
を
記
載
し
ま
す
。

②
寺
を
離
れ
た
年
月
日

［
註
］
 当
該
衆
徒
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
期
日
を
記
載
し

ま
す
。

③
当
時
の
経
緯

［
註
］
 申
請
者
で
あ
る
住
職
又
は
住
職
代
務
が
当
該
衆
徒
に
対

し
、
当
時
ど
の
よ
う
な
教
導
を
お
こ
な
っ
た
の
か
詳
細
に
記

載
し
ま
す
。

④
本
人
の
親
族
の
連
絡
先

［
註
］
 分
か
ら
な
い
場
合
は
「
不
明
」
と
記
載
し
ま
す
。

⑤
本
人
の
連
絡
先

［
註
］
 申
請
者
が
知
り
得
て
い
る
住
所
を
記
載
し
ま
す
。

⑥
本
人
不
在
中
の
賦
課
金
納
付
者

［
註
］
 誰
が
納
付
し
て
い
た
か
明
確
に
記
載
し
ま
す
。
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4宗報 2019年３月号

［
註
］
 当
該
衆
徒
に
対
し
、
賦
課
金
納
付
の
依
頼
を
し
て
い
る

場
合
は
、
証
拠
と
な
る
書
類
を
添
付
し
ま
す
。

２
．
僧
籍
削
除
願
受
理
後
の
手
続
き

⑴
総
局
は
、
僧
籍
削
除
の
申
請
に
理
由
が
あ
る
（
妥
当
で
あ
る
）
と

認
め
た
と
き
は
、
当
該
衆
徒
に
対
し
僧
籍
を
削
除
す
る
旨
の
予
告

を
し
ま
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
衆
徒
の
住
所
が
不
明
で

あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
氏
名
及
び
所
属
寺
院
を
『
宗
報
』
に
２

回
掲
載
し
て
予
告
し
ま
す
。

⑵
予
告
に
関
す
る
書
類
を
発
送
し
た
日
又
は
『
宗
報
』
に
第
２
回
目

の
予
告
を
掲
載
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
60
日
以
内
に
当
該
衆
徒
か

ら
異
議
申
立
て
が
な
い
と
き
、
又
は
異
議
申
立
て
が
正
当
の
理
由

が
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
総
局
は
、
当
該
衆
徒
の
僧
籍
を
削
除

し
、
そ
の
氏
名
等
を
告
示
し
ま
す
。

［
註
］
 僧
籍
を
削
除
さ
れ
た
者
は
、
僧
籍
削
除
の
告
示
が
あ
っ
た

日
か
ら
４
か
月
以
内
に
監
正
局
に
僧
籍
復
活
に
関
す
る
異
議
の

申
立
て
が
で
き
ま
す
。

▽
死
亡
届

僧
侶
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
死
亡
を
証
す
る
書
類
と
度
牒
を
添
え

て
、
総
局
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
死
亡
届
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
「
願
記
等
」
を
作
成
し
ま
す
。

１
．
届
出
書

⑴
届
出
者

当
該
僧
侶
が
所
属
す
る
寺
院
の
住
職
、
住
職
代
務
又
は
寺
族
代
表

者
。

⑵
記
載
内
容

死
亡
し
た
僧
侶
の
氏
名
、
死
亡
日
。

２
．
添
付
書
類

⑴
死
亡
を
証
す
る
書
類

【
例
】
 除
籍
謄
本
、
死
亡
届
・
死
亡
診
断
書
、
火
葬
許
可
書
、
埋

葬
許
可
書
等

※
写
し
可

⑵
度
牒

［
註
］
 度
牒
を
紛
失
し
て
い
る
場
合
は
、「
度
牒
紛
失
届
」
を
添

付
し
ま
す
。
書
式
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
死
亡
届
」

届
出
者
の
氏
名
に
て
総
局
宛
と
し
、
度
牒
を
紛
失
し
た
者
の
氏

名
を
明
記
し
ま
す
。

な
お
、
僧
侶
が
死
亡
し
た
場
合
、
教
区
教
務
所
を
経
由
し
た
申
請
に
よ

り
、
宗
門
が
死
亡
扱
い
（
院
号
等
）
を
授
与
し
ま
す
。
そ
の
際
に
「
死
亡

届
」
の
届
出
書
面
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
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